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微生物遺伝子検査に関する最新の話題
～検査の特徴と使い分け～

高知大学　医学部　臨床感染症学講座

　2019年12月新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、核酸増幅法を中心とした遺伝子検
査の導入が進み、今や種々の感染症において遺伝子検査の恩恵にあずかっている。しかし
遺伝子検査は測定機序などによって時間、手間、精度、機器の大きさなどに違いがある。ま
た、機器により結果の解釈が異なる場合がある。同時に、検査側でもISOなどの精度管理対
応も必要となっている。一方、既存法である染色法、塗抹検査、培養検査、抗原検査、抗体
検査、質量分析など日常検査では様々な測定法があり各種感染症において目的別に選択
されている。
　現在、世界的に薬剤耐性菌が脅威となっており、早期に適切な「診断、治療、感染対策」を
講じることが必要である。そのため微生物検査は前述した遺伝子検査を含め、より迅速に、よ
り正確に検査を行う工夫がなされている。
　本セミナーでは、「今をとりまく感染症」としてクローズアップされる感染症検査に関する潮
流と種々の遺伝子検査を中心とした使い分けやコツとピットフォールについて考える機会と
したい。
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